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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第10期

第２四半期累計期間
第11期

第２四半期累計期間
第10期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（千円） 456,563 490,000 941,359

経常損失（△）（千円） △57,807 △21,264 △103,477

四半期（当期）純損失（△）（千円） △66,167 △21,912 △238,469

持分法を適用した場合の投資利益（千

円）
－ － －

資本金（千円） 410,550 410,550 410,550

発行済株式総数（株） 32,400 32,400 32,400

純資産額（千円） 524,618 330,449 352,369

総資産額（千円） 731,172 558,977 603,870

１株当たり四半期（当期）純損失金額

（△）（円）
△2,042.21 △676.32 △7,360.16

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － －

自己資本比率（％） 71.8 59.1 58.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
90,980 △11,613 34,672

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△5,829 △5,185 △8,302

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,604 △534 △3,209

現金及び現金同等物の四半期末（期末）

残高（千円）
376,125 298,405 315,739

　

回次
第10期

第２四半期会計期間
第11期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期（当期）純利益又は１

株当たり四半期純損失金額（△）（円）
△406.39 40.73

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため、記載しておりません。

　　　　４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期

（当期）純損失であるため記載しておりません。

　　　　５．１株当たり配当額については、配当を実施していないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　なお、当社の報告セグメント区分については、従来「MSSP」と「LAP」の２事業区分としておりましたが、第１四半期

会計期間よりこれらを統合して「セキュリティサービス」として単一セグメントに変更しました。

　詳細につきましては、「第４　経理の状況　１　四半期財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりで

あります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当社は、前事業年度まで継続して営業損失及び当期純損失を計上しており、当第２四半期累計期間においても、営業

損失及び経常損失を計上していることから、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせ

るような事象又は状況が存在しております。

　ただし、当第２四半期会計期間末において現金及び預金298,405千円を保有しており、資金繰りの観点より、継続企

業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断しております。

　なお、当社は、当該事象等を解消するための施策を実施しており、詳細につきましては、「３　財政状態、経営成績及

びキャッシュ・フローの状況の分析(6) 継続企業の前提に関する重要事象等を解消するための対応策」に記載した

とおりであります。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（１）財政状態の分析

　当第２四半期累計期間末における流動資産は485,671千円（前期末比46,216千円減）となりました。減少の主な

要因は、現金及び預金の減少17,334千円及び売掛金の減少33,189千円によるものです。

　固定資産は73,305千円（前期末比1,323千円増）となりました。増加の主な要因は、工具、器具及び備品2,056千

円の取得によるものです。

　以上により、資産合計は558,977千円（前期末比44,892千円減）となりました。

　流動負債は213,030千円（前期末比28,180千円減）となりました。減少の主な要因は、買掛金の減少23,589千円

によるものです。

　固定負債は15,497千円（前期末比5,207千円増）となりました。増加の主な要因は、資産除去債務の増加8,048千

円によるものです。

　以上により、負債合計は228,527千円（前期末比22,972千円減）となりました。

　純資産は330,449千円（前期末比21,920千円減）となりました。減少の主な要因は、四半期純損失21,912千円に

よるものです。

 

（２）経営成績の分析

　当第２四半期累計期間における我が国経済は、東日本大震災及び福島第一原子力発電所復旧作業の影響により

依然として厳しい状況にあり、また、米欧の財政悪化に伴う円高の長期化や原油価格の高騰などにより、今後の景

気動向に対する不透明感が強まっており、予断を許さない状況となっております。

　情報セキュリティ業界におきましては、大手企業の個人情報流出事件や大手防衛産業企業へのサイバー攻撃な

どにより、情報セキュリティに対する関心は強くなっているものの、前述の大震災や原子力発電所の事故などの

影響により、企業の新規投資は依然として慎重な姿勢が続いており、厳しい受注環境で推移しました。

　このような経済状況の中、当社は、情報セキュリティに関心はあるものの、コスト面で新規投資に慎重な中小企

業をターゲットとし、中小企業を顧客に抱える中堅システムインテグレーターをパートナーとして獲得するため

に、パートナー獲得プロジェクトを発足させ、取引関係を長期間継続することが可能な、当社のストック型サービ

スを拡販するための取り組みを重点的に行ってまいりました。

　また、既存顧客については、運用部門の技術者が直接アプローチすることにより、サービスの可視化と信頼関係

の構築を図り、より良い取引関係を築くための取り組みを行ってまいりました。

　その結果、売上高は490,000千円（前年同四半期比7.3％増）となりました。

　また、利益面におきましては、業務の効率化やコスト削減により製造経費、販売費及び一般管理費の低減を図り、

営業利益率の改善に努め、第２四半期会計期間においては、1,555千円の営業利益を獲得することとなりました。

　その結果、営業損失は21,569千円（前年同四半期は、57,849千円の営業損失）、経常損失は21,264千円（同

57,807千円の経常損失）、四半期純損失は21,912千円（同66,167千円の四半期純損失）となりました。

　

　セグメントの業績については、単一セグメントのため記載しておりません。
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（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ、17,334

千円減少し、当第２四半期累計期間末には298,405千円になりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、資金は11,613千円の支出（前年同四半期は、90,980千円の収入）となりました。これは主に売

上債権の減少33,189千円、仕入債務の減少23,589千円及び税引前四半期純損失21,264千円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、資金は5,185千円の支出（前年同四半期は、5,829千円の支出）となりました。これは主に無形

固定資産の取得による支出5,235千円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、資金は534千円の支出（前年同四半期は、1,604千円の支出）となりました。これは割賦債務の

返済による支出によるものです。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、1,470千円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

（６）継続企業の前提に関する重要事象等を解消するための対応策

　当社は、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況を解消するために、平成24年３月期を初

年度とする中期経営計画を策定しており、以下の施策を実施することによりストック型サービスによる安定した

収益を確保し、経常的な黒字化に向け取り組んでおります。

　

＜営業強化策＞

　ストック型サービスの効果的な拡販のために、新規パートナー開拓を重点施策として営業活動を行い、サービス

提供件数の増加に繋げることにより、安定的な収益確保を図ってまいります。

　運用部門の技術者が、既存ユーザーに直接アプローチすることにより、サービスの可視化と信頼関係の構築を図

るとともに、サービス更新率の向上と、ユーザーの求める新しいサービスの開拓を行い、シェアの拡大に努めてま

いります。

　

＜経費削減策＞

　東海ブランチの西日本営業グループへの統合による発展的な廃止を平成23年９月に実施し、その他費用の抑制

など、経費削減の諸施策への取り組みを速やかに実施し、効率的な事業活動を行ってまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 78,000

計 78,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 32,400 32,400
ＪＡＳＤＡＱ

（グロース）

当社は単元株制度は採用

しておりません。

計 32,400 32,400 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成23年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

　　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 32,400 － 410,550 － 387,550
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

米今　政臣 愛媛県松山市 13,143 40.56

エヌ・アール・アイ・セキュ

アテクノロジーズ株式会社
東京都港区東新橋一丁目５番２号 6,000 18.52

三木　亮二 兵庫県西宮市 1,142 3.52

大阪証券金融株式会社 大阪市中央区北浜２丁目４－６ 972 3.00

浜口　隆 川崎市宮前区 401 1.24

近藤　廣右 岡山市北区 351 1.08

セキュアヴェイル従業員持株

会
大阪市北区東天満一丁目１番１９号 263 0.81

ファーストサーバ株式会社 大阪市中央区安土町１丁目８－１５ 220 0.68

高橋　典士 神戸市東灘区 200 0.62

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６－１ 181 0.56

計 － 22,873 70.60

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 　32,400 32,400 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 32,400 － －

総株主の議決権 － 32,400 －

 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －
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２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 営業本部副本部長 林　　和洋 平成23年９月30日

取締役 　 大谷　嘉夫 平成23年９月30日

　

(2）役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役 管理本部長 取締役 内部監査室長 三木　亮二 平成23年７月４日

取締役 　 取締役 管理本部長 大谷　嘉夫 平成23年７月４日

　

 

EDINET提出書類

株式会社セキュアヴェイル(E05606)

四半期報告書

 8/18



第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成23年７月１日から平成23

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表について、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 315,739 298,405

売掛金 191,091 157,901

仕掛品 618 113

前渡金 5,475 7,814

前払費用 16,699 17,723

未収入金 273 2,470

その他 1,990 1,240

流動資産合計 531,887 485,671

固定資産

有形固定資産

建物 61,367 61,367

減価償却累計額 △22,905 △22,905

減損損失累計額 △38,462 △38,462

建物（純額） － －

車両運搬具 2,735 2,735

減価償却累計額 △2,452 △2,452

減損損失累計額 △283 △283

車両運搬具（純額） － －

工具、器具及び備品 62,599 64,655

減価償却累計額 △48,547 △48,720

減損損失累計額 △13,487 △13,487

工具、器具及び備品（純額） 564 2,448

有形固定資産合計 564 2,448

無形固定資産

ソフトウエア 10,473 11,211

無形固定資産合計 10,473 11,211

投資その他の資産

投資有価証券 4,094 4,086

差入保証金 56,849 55,558

投資その他の資産合計 60,943 59,645

固定資産合計 71,982 73,305

資産合計 603,870 558,977
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 118,043 94,453

未払金 4,265 7,452

未払費用 15,775 17,384

未払法人税等 2,372 1,988

未払消費税等 777 3,572

前受金 43,407 50,712

預り金 2,239 2,133

賞与引当金 18,404 18,371

資産除去債務 8,024 －

リース資産減損勘定 27,899 16,961

流動負債合計 241,211 213,030

固定負債

資産除去債務 2,769 10,818

長期リース資産減損勘定 7,520 4,679

固定負債合計 10,289 15,497

負債合計 251,500 228,527

純資産の部

株主資本

資本金 410,550 410,550

資本剰余金 387,550 387,550

利益剰余金 △445,711 △467,623

株主資本合計 352,388 330,476

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △19 △26

評価・換算差額等合計 △19 △26

純資産合計 352,369 330,449

負債純資産合計 603,870 558,977
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 456,563 490,000

売上原価 317,656 343,581

売上総利益 138,907 146,419

販売費及び一般管理費 ※
 196,756

※
 167,988

営業損失（△） △57,849 △21,569

営業外収益

受取利息 55 32

受取配当金 4 3

受取手数料 113 58

雑収入 0 253

営業外収益合計 174 347

営業外費用

支払利息 129 43

為替差損 3 －

営業外費用合計 132 43

経常損失（△） △57,807 △21,264

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 297 －

固定資産除却損 52 －

投資有価証券評価損 6,474 －

特別損失合計 6,825 －

税引前四半期純損失（△） △64,632 △21,264

法人税、住民税及び事業税 632 647

法人税等調整額 902 －

法人税等合計 1,534 647

四半期純損失（△） △66,167 △21,912
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △64,632 △21,264

減価償却費 24,116 4,670

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,365 △33

受取利息及び受取配当金 △60 △36

支払利息 129 43

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 297 －

固定資産除却損 52 －

投資有価証券評価損益（△は益） 6,474 －

売上債権の増減額（△は増加） 221,615 33,189

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,408 504

仕入債務の増減額（△は減少） △106,834 △23,589

前受金の増減額（△は減少） 25,447 7,304

その他 △12,205 △11,085

小計 92,356 △10,298

利息及び配当金の受取額 60 36

利息の支払額 △129 △43

法人税等の支払額 △1,306 △1,308

営業活動によるキャッシュ・フロー 90,980 △11,613

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △14,833 －

無形固定資産の取得による支出 △3,444 △5,235

差入保証金の差入による支出 △103 －

差入保証金の回収による収入 12,551 50

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,829 △5,185

財務活動によるキャッシュ・フロー

割賦債務の返済による支出 △1,604 △534

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,604 △534

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 83,546 △17,334

現金及び現金同等物の期首残高 292,579 315,739

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 376,125

※
 298,405
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【会計方針の変更等】

当第２四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

　該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

　該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

　　　　前事業年度（平成23年３月31日）

　　　　　該当事項はありません。

　

　　　　当第２四半期会計期間（平成23年９月30日）

　　　　　該当事項はありません。

 

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　給料手当及び賞与 59,418千円

　賞与引当金繰入額 9,475　

　給料手当及び賞与 58,104千円

　賞与引当金繰入額 8,553　

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在） （平成23年９月30日現在）

 （千円）

　現金及び預金 376,125

　預入期間が３ヶ月を超える定期預金 －

　現金及び現金同等物 376,125

 

 （千円）

　現金及び預金 298,405

　預入期間が３ヶ月を超える定期預金 －

　現金及び現金同等物 298,405

 
 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

　配当金支払額

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

　配当金支払額

　該当事項はありません。

（金融商品関係）

　前事業年度末（平成23年３月31日）

　　金融商品については、事業の運営において重要なものがないため、記載を省略しております。
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　当第２四半期会計期間末（平成23年９月30日）

　　金融商品については、事業の運営において重要なものがないため、記載を省略しております。

　

（有価証券関係）

　前事業年度末（平成23年３月31日）

　　有価証券については、事業の運営において重要なものがないため、記載を省略しております。

　

　当第２四半期会計期間末（平成23年９月30日）

　　有価証券については、事業の運営において重要なものがないため、記載を省略しております。

　

（デリバティブ取引関係）

　前事業年度末（平成23年３月31日）

　　当社は、デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。

　

　当第２四半期会計期間末（平成23年９月30日）

　　当社は、デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。

　

（持分法損益等）

　前第２四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

　該当事項はありません。

 

　当第２四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

ＭＳＳＰ ＬＡＰ 合計

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 378,49578,067456,563 － 456,563

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － －

計 378,49578,067456,563 － 456,563

セグメント損失（△） △27,150△6,928△34,078△23,770△57,849

（注）１．セグメント損失の調整額△23,770千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント損失は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

　当社の報告セグメントは単一であるため、記載を省略しております。

　

（注）報告セグメントの変更

　当社の報告セグメント区分については、従来「MSSP」と「LAP」の２事業区分としておりましたが、

第１四半期会計期間よりこれらを統合して「セキュリティサービス」として単一セグメントに変更

しました。

　この変更は、企業にコンピュータセキュリティを導入した後、セキュリティ製品やネットワークに対

する監視、運用の過程でログの分析を行い、その結果を基により効果的なセキュリティの提案を行っ

ていくという、PDCAサイクルがより標準的になってきたことから、当期より、より戦略的にログ分析と

セキュリティサポートサービスを一体とした提案を強化していることにより、それぞれの販売市場の

類似性が高まっており、そのような状況の中で、開発体制についてより柔軟に対応できるような弾力

性を必要としていることや、営業アプローチが一体化していることから、サービスの同一性及び市場

の類似性に基づいて、当社の報告セグメントを一体として捉えることがより合理的であり、かつ、実態

に即しているとの判断によるものであります。

　　　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 2,042円21銭 676円32銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 66,167 21,912

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 66,167 21,912

普通株式の期中平均株式数（株） 32,400 32,400

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失金額

であるため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社セキュアヴェイル(E05606)

四半期報告書

16/18



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年11月11日

株式会社セキュアヴェイル

取締役会　御中
 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 近藤　康仁　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西田　順一　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社セキュア

ヴェイルの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第11期事業年度の第２四半期会計期間（平成23年７月１日から

平成23年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表示

するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社セキュアヴェイルの平成23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上　

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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